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 標津川では、洪水被害の軽減を図るため、目標流量を安全に流下させるための河積が不足している区間

について、平成20年度より引堤工事を実施しているところである。 
 引堤工事の実施に際しては、流域の自然環境の保全・配慮に関して、流域住民の意見をはじめ、様々な

分野の学識者等からの指導・助言を得ながら進めている。 
 本報告では、その中でも、希少猛禽類であるオジロワシの繁殖に配慮した引堤工事の取り組みについて

事例報告するものである。 
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1.  はじめに 

(1)概要 
 標津川では、平成２０年７月に「標津川水系河川整備

計画（指定河川）」が策定され、目標流量を安全に流下

させるための河積が不足している区間については、河道

の維持、周辺の土地利用状況等の社会状況の変化、河川

環境等に配慮しながら、引堤（図－１参照）等により必

要な河積を確保して洪水被害の軽減を図る計画としてい

る。 
 標津川流域は、優れた自然環境に恵まれた地域であり、

河川環境を保全し、その特徴を活かしながら地域の人々

の生活を守っていく河川整備が必要である。 
今回整備する引堤区間についても、標津川の自然豊かな

環境を創出している河畔林があり、多くの動植物が既往

調査（平成１２年度、平成１３年度、平成１５年度）で

確認されている。その中には、オジロワシ（環境省レ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 引堤概念図 
 
 

ッドリスト：絶滅危惧ＩＢ類）、タンチョウ（環境省レ

ッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類）などの希少鳥類が確認され

ていたが、これらの種が引堤区間近隣において繁殖を行

っているといった確認や、営巣地の特定までは至ってい

ない状況であった。 
 しかし、整備計画策定時の公聴会で、オジロワシに詳 
しい地元住民（以後、地元有識者）から引堤区間近隣に

おいて、「平成１７年度から毎年、同じ巣でオジロワシ

の繁殖を確認しており、引堤実施にあたっては、十分に

配慮して欲しい」と意見が寄せられ、営巣地の具体的な

位置情報が得られた。 
 そこで、このオジロワシのつがいの生息、行動、及び

繁殖状況についての詳細な情報を得るため、事前のモニ

タリング調査を、Ｈ１９年度から開始し、この結果に基

づき、段階施工などの具体的な配慮策を検討し、平成２

０年度秋より工事を開始した。 
 本報告は、当該工事実施に際して行ったオジロワシの

繁殖保全対策、及びモニタリング調査の工夫点と実施結

果について報告する。 
 
(2)工事実施における目標設定 
 標津川流域は、既往調査においても上述した希少鳥類

以外に、アオサギのコロニーといった貴重な生息環境も

確認されており、流域の生態系バランスに配慮した保全

策を要した。 

そこで、学識経験者、地元有識者等に助言を仰ぎなが

ら次のような鳥類保全目標を設定して工事を実施した。 

「周辺に生息するオジロワシ、タンチョウが当該地区で

継続的に生息・繁殖できること、アオサギについては、

河積の確保 
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そのコロニーが維持し続けられること」 

 
 

2.  繁殖ステージの把握と影響程度の設定 

オジロワシの生息・行動・繁殖調査は、引堤工事実施

の前年度である平成１９年度に既往調査データも参考に

して行った。 

調査期間は平成２０年１月から３月まで行い、まず、

標津川流域に生息するオジロワシの行動圏・繁殖状況・

個体特性を把握したほか、一般的なオジロワシの繁殖ス

テージと照らし合わせて繁殖予測を行った。 

また、繁殖への保全策を講じるにあたって、工事実施

時期や工程などに反映するため、繁殖ステージへの影響

程度を設定した。設定にあたっては、学識経験者と地元

有識者の助言を頂き、設定した。 
 
(1)繁殖ステージの把握 
一般にオジロワシは、１２月中旬以降に求愛を開始し、

翌年１月頃から造巣もしくは古巣の補修、３月下旬に産

卵を行う。（表－１参照） 
しかし、標津川流域に生息するオジロワシの繁殖ステ

ージは、一般的なオジロワシよりも一ヶ月ほど早いとい

う助言を地元有識者より得ていた。 
それを考慮して、調査実施時期は、繁殖ステージを確

認できるものとするため、推測される繁殖ステージの境

目毎に設定した。（表－１参照） 
平成19年度の調査で、３月４日時点で巣内にて成鳥が

抱卵していることが確認され、標津川流域に生息する調

査対象のオジロワシは、一般的なオジロワシより繁殖ス

テージが一ヶ月ほど早いことが確認された。（表－１参

照）また、上述の繁殖ステージに併せて、オジロワシの

当該流域での行動圏についても把握し、利用頻度の分析

を行った。こうした分析を事前に行うことは、工事時期 
 

 

表－１ 繁殖ステージと平成１９年度調査 

北海道に生息する
一般的なオジロワ
シ

孵
化

産
卵

標津川流域に生息
するオジロワシ

孵
化

産
卵

Ｈ１９年度
調査実施時期
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3/4抱卵確認

 
 

表－２ 繁殖ステージと影響程度 

 

 

 

 

 

における調査範囲を効率的に設定でき、採餌ルートなど

が工事運搬路に該当する場合は、その見直しや、低速走

行などの保全策を講じることにおいて有効である。 
 

(2)影響程度の設定 

把握した標津川流域のオジロワシの繁殖ステージに対

し、繁殖への影響程度を「極大」、「大」、「中」、及

び「小」の４段階に設定することで、工事関係者にも分

かり易いものとした。 

繁殖への影響程度は、求愛・造巣期が本格的に開始さ

れる１１月下旬からを「大」とし、産卵・抱卵期である

２月下旬から６月までを「極大」とした。（表－２参

照） 

 

(3)個体特性の把握 
 標津川流域に生息するオジロワシの主な行動圏や止ま

り場・採餌等の個体特性（通常行動）を把握し、類似個

体との識別のほか、後述の平成２０年度モニタリング調

査における繁殖影響の判断材料とした。 

 

 

3. 工事施工の配慮による繁殖保全対策 

平成１９年度調査により設定した繁殖への影響程度を

踏まえて、工事施工の配慮による繁殖保全対策について 

検討した。 

主なポイントとなるのは、施工時期、施工順序の設定

についてであり、これら以外に施工体制の管理を定めた。 

 
(1)段階施工 

引堤区間は、複数年に亘る整備期間を有するため、オ

ジロワシの営巣に配慮して、年次的な段階施工について

検討した。その結果、最初のインパクトを小さくするた

め、工事区間のうち営巣地から最も離れた箇所から着手

することとした。 

 

 (2)施工時期 

施工時期は、繁殖への影響が大きい時期を避けるため、 

影響程度が「極大」となる２月下旬から６月を避けて施

工するのが妥当であると考えた。 

  

(3)施工順序 
 工期は、１１月下旬～翌年２月上旬までの３ヶ月間と

決定したことから、施工時期、施工順序を当該工事区間

に当てはめると次の２案が想定された。 

 

施工順序案１：工事区間のうち、営巣地に最も遠い箇所

を起点に施工する。 

施工順序案２：工事区間のうち、営巣地に最も近い箇所

を起点に施工する。 

標津川流域に生息
するオジロワシ

孵
化

産
卵

影響程度

求愛・造巣期 抱卵巣外育雛期

極大 極大大 中 小 中 大

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月５月 ６月 ７月

巣内育雛期

４月
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 施工順序案１では、着手時のインパクトを最小限に抑

えることが出来るが、繁殖への影響程度が「極大」とな

る時期に営巣地に最も近い箇所を施工することになる。

（図－２参照） 

 逆に、施工順序案２では、繁殖への影響程度が「極

大」となる時期には営巣地から最も遠い箇所を施工する

ことが出来るが、着手時のインパクトが大きい可能性が

ある。（図－２参照） 

 施工順序案１及び２のメリット、デメリットに加え、 

その他の判断要素として、施工順序案１では、営巣地に

徐々に近づいていくことで、営巣地に最も近い施工箇所

でもインパクトに対して順化できる可能性がある。 

一方、施工順序案２では、調査対象のオジロワシはダ

ンプトラック等の通行の多い道路近くに営巣しているた

め、重機等による騒音・振動に対して比較的慣れている

ことが推測され、最初のインパクトは小さい可能性があ

る。また、最初のインパクトによるオジロワシの繁殖へ

の影響は否定できないが、適切なモニタリング調査を行

い、作業の一時休止等の対策を講じることで馴化してい

くことも考えられた。 

以上の判断要素に加え、学識経験者、地元有識者から

の指導、助言を踏まえ施工順序案２を選定した。 

 

 

 

図－２ 引堤工事イメージ図 

 

 

表－３ 平成２０年度モニタリング調査実施時期 

標津川流域に生息
するオジロワシ

孵
化

産
卵

影響程度

引堤工事期間

調査実施時期 ① ② ③④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

極大 大 中 小

巣内育雛期 求愛・造巣期 抱卵巣外育雛期

１２月 １月 ２月

中 大 極大

３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月

 

 

 

 

(4)施工体制の管理 
 調査対象のオジロワシのストレスを軽減するため、ダ

ンプトラックの運行台数調整・低速走行、突発的な音

（クラクション・衝撃音）の発生禁止、作業時間の制限

（早朝の工事の禁止、午前、午後の休息時間の設定）、

オジロワシや営巣地を注視しないなどの施工体制の管理

を行った。 

 

4. 平成２０年度モニタリング調査計画 

 (1)調査時期 
 平成２０年度のモニタリング調査は、前年度の繁殖状

況（抱卵）の成功を確認するため、引き続き行った。 

また、工事実施の前後、実施期間中は、繁殖への影響 

程度が大きくなる時期（１１月下旬、１２月下旬、２月

下旬）、及び工事による環境変化時（工事開始時、終了

後）に重点を置いて設定した。（表－３参照） 

 

(2)調査目的 
 平成２０年度春からの調査は、工事を実施していない

期間の通常行動を把握し、工事による異変や影響につい

て判断するための基礎情報の収集を目的とした。 

モニタリング調査を効果的、効率的なものとするため、

工事着手前、工事期間中、及び工事終了後の３つに大別

した。 

工事着手前は、調査日数を２日間とし、繁殖状況を確

認し、以後の繁殖予測を行うとともに、施工中における

影響判断のための基礎情報（通常行動の把握）を収集す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図－３ 平成２０年度モニタリング調査フロー図 

 

繁殖状況の確認

1日目
［休工時］

繁殖状況、通常行動の
頻度・位置を確認する。

工事着手前

工事期間中

工事終了後

2,3日目
［施工中］

異常行動の有無を
監視する。

※通常行動の頻度・位置を
　 比較してストレスの度合い
　 を予測する。

異常行動の有無

繁殖状況の確認、工事等
による影響の有無の確認

ストレス蓄積の有無

工事の一時休止

工事終了

有

有

無

無

No

Yes

※調査者の判断により再開

※1回当たり
　　　　　　3日間

※2日間

※2日間
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ることを目的とした。 

工事期間中は、調査日数を３日間とし、１日目は休工

時に行い、工事等によるストレスの無い状態において、

繁殖状況の他、通常行動の頻度、位置を確認した。２日 

目、３日目は施工開始時及び施工中に行い、調査対象の

オジロワシへの影響の有無を確認した。 

なお、１日目と２，３日目の行動状況を比較して、工

事等による影響（ストレスによる通常行動の頻度・位置

の変化）の明確化を図るとともに、得られた知見を留意

事項として反映させた。 

工事終了後は、調査日数を２日間とし、繁殖状況を確

認するとともに、工事等による繁殖影響の有無を評価・

検討した。 

 

(3)緊急時連絡体制の確立 
 工事稼働時に、明確な影響（注視、通常行動の頻度、

位置の大きな変化）が認められた場合、もしくは異常行

動（威嚇・飛去等）が確認された場合は、調査者の判断

により直ちに工事を一時中断するなど、迅速な対応が求

められる。 

 このため、調査者が工事施工者へ直接連絡出来るよう

緊急時連絡体制を確立した。（図－４参照） 

 

 

5. 平成２０年度モニタリング調査 

(1)引堤工事着手時のモニタリング調査 

Ｈ２０年度モニタリング調査のうち、本項では、表－

３の⑦の工事着手時のモニタリング調査内容及び調査結

果について示す。 

工事着手時は、調査対象のオジロワシの「求愛・造巣

期」にあたる繁殖ステージであり、影響程度では「中」

といった時期である。（表－３参照） 

オジロワシは、休工日である調査１日目に、営巣木付

近の落葉広葉樹に頻繁に止まっていたが、工事が開始さ

れた調査２日目にはオス・メスともに止まりが確認され

ず、引堤工事による影響が考えられた。ただし、周辺で

探餌・リラックス行動を行っており、威嚇等の行動が見

られなかったことから、性急な影響ではないと判断し、 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 連絡系統図 

 

 

作業の一時休止等措置は行わなかった。 
調査３日目は、引堤工事が行われていたにも関わら

ず、営巣木付近への止まりを確認したほか、（写真－

１）捕らえたカモ類をメスが巣上で採餌していた。ま

た、営巣木付近での止まり中は、引堤工事作業を注視し

ていたものの、羽繕い等のリラックス行動も見られた。 

以上のことから、当該調査期間中において、工事施工 

により何らかの影響があったが、オジロワシはこれらに

ある程度順化しており、影響は軽微であると判断した。 

なお、繁殖に対する影響程度が日々増大する時期で 
あるため、作業を継続することにより徐々にストレスが

蓄積されることが予想された。よって、作業にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 営巣木に止まるオジロワシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図－５ 第２回モニタリング調査結果と今後の予測 

 

 

調査者
管理者

（工事発注者）
工事施工者

優先連絡

通常時
緊急時

巣 

調査日 引堤工事 オジロワシの確認状況 判断

11/25 休工日
営巣木付近に頻繁に
止まっていた。

繁殖初期のテリトリー
ディスプレイと考えら
れる。

11/26 作業中
営巣木付近にほとんど
止まらず。

作業による影響と考え
られるが、周辺で採
餌、リラックス行動等
を行っており、性急な
影響ではない。

11/27 作業中

営巣木付近に止まり、
採餌の他、作業を注視
するもののリラックス
行動

作業に適応しつつある
と考えられる。

モニタリング調査結果
現地作業に反応していたものの、威嚇等がみ
られず繁殖影響は軽微であったと考えられ
る。

今後の予測と
影響予防策

・影響程度が増加する時期であるため、作業
の継続によって徐々にストレスが増加すること
が予想される。
・作業にあたっては、可能な限りオジロワシへ
の配慮（作業時間、車輌、人員等）を継続実施
する。
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は、可能な限りオジロワシへの配慮(作業時間・車両・

人員等)を継続実施することが必要であった。 

 

(2)モニタリング調査結果 

表－３に示す①から⑤までのモニタリング調査の結果、

確認状況は予想された繁殖ステージとほぼ一致していた。 

また、工事実施中は、営巣木への止まりを忌避するよ

うな行動を示したこともあったが、明らかな異常行動

（威嚇等）がみられず、工事終了後の３月には巣内にて

抱卵するメスを昨年度と同様な繁殖状況であることを確

認した。 

このことからオジロワシの繁殖に対する工事の影響は

軽微であり繁殖は順調に行われたと判断した。 

なお、翌年度（Ｈ２１年度）に行った事後モニタリン

グにより、その後の繁殖を確認（５月上旬に雛の確認、

７月中旬に幼鳥の巣立ちを確認）し、目標達成を図るこ

とができた。 

 

 

6. 考察と今後の課題 

(1)考察 

平成２０年度は、結果としてオジロワシの繁殖に大き

な影響を与えることなく引堤工事を完了することが出来

た。 

その要因としては、１つ目に効率的に調査対象のオジ

ロワシの繁殖状況・個体特性を把握することが出来たこ

とがあげられる。地元有識者から事前に情報を得られた

ことにより、工事実施の前年度から、効率的な調査が可

能となり、個体特性に配慮した繁殖保全対策、モニタリ

ング調査計画を立案し実施することが出来た。事前の情

報が得られなかった場合は、オジロワシの繁殖状況・個

体特性を把握するための調査に時間を要し、１年前から

の調査では工事実施が困難であったと考えられる。 

２つ目に、工事施工における配慮策によってオジロワ

シに対する影響を最小限に抑えられたことがあげられる。

対象つがいへの影響程度と個体特性を施工時期・施工順

序・施工体制に反映することができた。 

３つ目に、工事による影響を随時把握し対応できるモ

ニタリング調査計画を立案、実施出来たことがあげられ

る。「５．平成２０年度モニタリング調査」で述べたよ

うに、営巣地近隣で行った工事は、オジロワシが引堤工

事作業を注視するなどしたことから、オジロワシに対し 

 

 

 

 

 

 

 

何らかの影響を与えていたが、個体特性を把握していた

ことによってその程度が軽微であると判断できた。 

このように繁殖へ影響を与えるような場合には、事前

のモニタリング調査データを判断材料として、異常行動

を随時把握し、迅速な対応ができる体制を確立しておく

ことが工事実施の前提となる。 

 

(2)今後の課題 

 今後の対策の参考とするため、管理者（工事発注者）

として本事例での課題を２点抽出した。 

 

Ⅰ）モニタリング調査実施期間外の施工体制の管理 

Ⅱ）オジロワシの営巣情報の周知範囲 

  

Ⅰ）ついては、モニタリング調査は非常に有効である

が環境条件、費用面から常に実施することは出来ない。

そのため、調査期間以外は、繁殖への保全策が適切に行

われているか、管理者（工事発注者）が密に点検・確認

する必要がある。 

 また、本報告では特筆しなかったが、Ⅱ）については、

オジロワシの生息に関する情報提供を工事施工者の代表

者に限った場合は、その他の工事関係者の認識不足によ

る影響（不意の営巣地への進入等）が考えられる。一方

で、全員を対象とした場合は、興味本位な行動による影

響が懸念される。情報提供の範囲は、工事関係者の人数、

工事内容、工事範囲など様々な要因から判断せざるを得

ない状況であるため、管理者の的確な判断が求められる。 
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